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はじめに 
国立情報学研究所（以下「NII」という。）は、平成 12年 4月、学術情報センターの改組・転
換によって設置された大学共同利用機関である。「情報学に関する我が国唯一の学術総合研究所」

であると同時に、大学等の教育・研究に不可欠な学術情報基盤整備に関わる事業・サービスを提

供している。教育・研究と事業の両輪体制がNIIの特徴である。特に『学術情報基盤の今後の在
り方について（報告）』（平成 18年 3月 23日）において示された「最先端学術情報基盤（Cyber 
Science Infrastructure: CSI）」は、全国の大学・研究機関が個別に保有している膨大な計算資源
（コンピュータ資源、基盤的ソフトウェア）、学術情報（コンテンツ、データベース）及び人材、

研究グループ等を学術コミュニティ全体の共有財産として、超高速ネットワーク上に造り出すた

めの基盤である。NIIは、このCSI構想のもとに、急速に変化する大学等の教育・研究活動を支
援する事業・サービスをさらに強化・高度化する取り組みを行っている。 
 
Ⅰ．ミッション・中期目標・中期計画 
１．ミッション 

NIIは、平成 16年 4月から大学共同利用機関法人情報・システム研究機構の「情報に関する
科学の総合研究並びに当該研究を活用した自然及び社会における諸現象等の体系的な解明に関す

る研究」を推進するというミッションを共有しつつ、「情報学に関する総合研究並びに学術情報の

流通のための先端的な基盤の開発及び整備」（国立大学法人法施行規則）という目的のもとに以下

のミッションを掲げ、研究及び事業・サービスに取り組んでいる。 
①我が国唯一の情報学の学術総合研究所として情報学という新しい学問分野での「未来価値創

成（学術創成）」をすること 
②大学共同利用機関として「情報学活動のナショナルセンター的役割」を果たすこと 
③学術コミュニティ全体の研究・教育活動に不可欠な学術情報基盤（学術情報ネットワークや

学術コンテンツ）の事業を展開・発展すること 
④上記の活動を通して「人材育成」と「社会・国際貢献」に努めること 

 
２．中期目標・中期計画（第Ⅱ期：平成 22年 4月 1日～平成 28年 3月 31日） 
１）中期目標 
「２ 共同利用・共同研究に関する目標 
大学等の学術研究及び教育におけるネットワーク需要の急激な増加に対応するため，大学等及 
び学協会等との連携を強化し，我が国の学術研究・教育活動に不可欠な最先端学術情報基盤（サ

イバー・サイエンス・インフラストラクチャ：CSI）の一層の整備を推進し，情報学のみなら
ず，全ての学問分野の学術活動を支える情報基盤を構築・提供する。」 
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２）中期計画 
「２ 共同利用・共同研究に関する目標を達成するための措置 
・CSI の中核としての次世代学術情報ネットワーク（SINET4）を構築・整備し，急速なネ
ットワーク需要に対応するとともに，あわせて学術研究活動の連携，学術リソースの共有

化のための機能を一層強化する。 
・大学等におけるネットワーク上での学術連携，教育連携及び社会連携等を推進するために

不可欠な電子認証基盤，学術計算資源基盤，ネットワークサービス基盤等の整備を推進す

る。 
・図書館等との連携・協力のもと，学術コミュニティのニーズを踏まえ，大学等における教

育・研究に不可欠な学術コンテンツを形成・確保・提供するとともに，異種コンテンツ間

の統合や学術コンテンツを提供するためのポータル機能の高度化などをすすめることに

より，次世代学術コンテンツ基盤の整備・提供を推進する。」 
 
３．事業・サービス推進のための基本的な考え方 

NIIは、大学等との連携に基づき、以下の基本的な考え方により事業・サービスを推進するこ
ととしていうる。 
①学術情報基盤の高度化・機能向上 
世界に伍す先端的学術情報基盤の構築・整備 
②学術情報基盤運営連携の推進 
自前主義を排し、連携による効率的・効果的な学術情報基盤の整備 
③学術情報サービス連携の推進 

NDL、JST等他の学術情報サービス機関との連携による学術情報基盤の整備 
④産学連携・社会貢献・国際貢献 

 
Ⅱ．事務組織（平成 24年 4月） 
１．2部 4課 1室 1センター 
１）学術基盤推進部（学術基盤課、学術コンテンツ課、図書館連携・協力室、情報基盤センター） 
２）総務部（企画課、総務課） 
 
２．チーム及び室（学術基盤推進部） 
１）学術基盤課 
①総括・連携基盤チーム：部内・課内総括、サービスシステム管理、認証連携基盤の運営 
②SINETチーム：学術ネットワークの運営 
③SINET利用推進室：SINET利用に関する啓蒙や利用支援、オープンフォーム活動 
④クラウド推進室：所内クラウドの推進及び大学間クラウドに関する研究 
⑤学術認証推進室：学術認証（学認等）及びHPCIの推進 

２）学術コンテンツ課 
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①コンテンツチーム：学術コンテンツ・ポータル、電子アーカイブ 
②図書館連携チーム：NACSIS-CAT/ILL、機関リポジトリ、教育研修事業、SPARC Japan 
③コンテンツシステム開発室：コンテンツサービスのシステム開発 

３）図書館連携・協力室：大学図書館コンソーシアム連合（JUSTICE）事務局 
４）情報基盤センター 
①所内情報環境整備チーム：所内LANの整備・運用 
②所内図書情報チーム：図書室の運営 

 
Ⅲ．事業・サービス 
１．最先端学術情報基盤（CSI: Cyber Science Infrastructure）の構築・推進 

NIIが大学等と連携して構築・推進しているCSIは、大学等において急速に変化している教育・
研究環境を支える学術情報流通基盤を整備する事業であり、学術施策の一環として推進されるべ

きものである。NIIでは現在以下について重点的に取り組んでいる。 
①大学における情報基盤センター等との連携による、学術情報ネットワーク（SINET4）、全国
的な大学共同電子認証基盤等の整備 
②大学図書館等との連携による、次世代学術コンテンツ基盤の整備 

 
２．CSIの推進体制 
１）学術情報ネットワーク運営・連携本部 
①企画作業部会 
②ネットワーク作業部会 
③認証作業部会 
④高等教育機関における情報セキュリティポリシー推進部会 

２）学術コンテンツ運営・連携本部 
①図書館連携作業部会 

 
３．学術情報ネットワーク 
１）学術情報ネットワークの意義 
①先端的学術連携に不可欠な最先端ネットワーク基盤の提供 
・研究拠点を最大 80Gbpsで接続し、最先端研究のニーズに対応 
【例】国立天文台、核融合科学研究所 

②学術研究・教育活動に不可欠な情報ライフラインの提供 
・加入機関数 769、接続機関数 936（平成 24年 3月末現在）、200万人以上の研究者・学
生が利用 

③国際連携の基盤の提供 
・海外の研究教育ネットワーク（NREN）との接続 
【例】Internet2（米国）、GÉANT2（欧州）、TEIN4（アジア） 
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２）学術情報ネットワークSINET4（サイネット・フォー）の運用（平成 23年 4月～） 
①従来のSINET3を構造変更し、さらなるネットワークの高速化、高安定化を実現 

３）SINET4の特徴 
①ネットワークの高速化 
・コア回線は、40Gbpsを基本とし、エッジ回線は 2.4Gbps～40Gbpsで構成 
・アクセス回線（ノード校）は、ダークファイバ＋WDM（波長多重装置）技術等により
最大 40Gbpsまで、経済的かつ柔軟な高速化が可能 

②ネットワークの信頼性向上 
・コア回線、エッジ回線の完全冗長化及びコア回線の迂回路強化を図るとともに、すべて

のノード（8コアノード、42エッジノード）を通信事業者のデータセンタへ設置するこ
とで、災害や障害に強い信頼性の高いネットワーク構成を実現 
・東日本大震災の際にも継続してサービスを提供 
③多様なネットワークサービス 
・マルチレイヤーサービス（専用線、イーサネット、インターネット）の提供 
・リソースオンデマンドサービス（臨時専用線・VPNサービス） 
・マルチレイヤーVPN（Virtual Private Networkサービス） 
・マルチレイヤーQoS（Quality of Service）サービス 
・情報提供サービス（セキュリティ情報、パフォーマンス計測等の提供） 
④高速アクセス回線環境の整備 
・ノード未設置県については、平成 23年度中に整備完了 
⑤上位レイヤ展開 
・上位レイヤサービスを支援するインタフェースやサービス提供プラットフォームを検討

中 
４）ネットワーク利用の推進 
①学術情報基盤オープンフォーラム 
・平成 21年 6月 12日に発足式を開催（現在 243機関が参加） 
・クラウドやセキュリティなどをテーマとした情報交換を主眼とした説明会を実施 
・説明会の開催状況（平成 23年度実績） 
・学術情報基盤オープンフォーラムの開催（3回） 

②SINET利用推進室の設置（平成 19年 10月） 
・利用支援、普及・利用促進、調査等 
・説明会の開催状況（平成 23年度実績） 
・クラウドサービスのためのSINET及び学認説明会（全国 7ヶ所） 

５）国際回線：米国、アジア、ヨーロッパの学術ネットワークとの相互接続 
①北米回線 
・ニューヨーク向け：10Gbps（ニューヨークでヨーロッパ回線と相互接続） 
・ ロサンゼルス向け: 10Gbps 
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②アジア回線 
・シンガポール向け：2.4Gbps 

６）全国大学共同電子認証基盤構築事業 
①サーバ証明書発行プロジェクト 
・大学のWebサーバに対してサーバ証明書を発行 
・サーバ証明書の意義や必要性の啓発、セキュリティ向上が主な目的 
・審査の自動化等の検証のため、平成 21～26年度の 6年間研究プロジェクトとして実施 
②学術認証フェデレーション（GakuNin）の運用（平成 22年 4月～） 
・Shibbolethによる大学間学術リソース共有及び商用サービスプロバイダとの接続を実現 
・Science Direct、SCOPUS、Springer、Web of Knowledge、Ovid SP、Dreamspark、

RefWorks、Cambridge Journals Online、Pathology Images、EBSCOhost等との商用
プロバイダとの接続が完了 
・CiNii、テレビ会議システム、eduroam（無線LAN）等のNIIのサービスも利用可能 
・参加機関：41（平成 24年 5月末現在） 

 
４．目録所在情報サービス（NACSIS-CAT/ILL） 
１）接続機関数（平成 24年 3月末現在） 

サービス名 参加機関数 備 考 

NACSIS-CAT 1,262 
(1,248) 

大学 733、短大 126、高専 54、大学共同利用機関 16、
その他 205、海外機関 128 

NACSIS-ILL 958 
(945) 

利用実績のある機関数 
※利用番号を持つ機関数 1,112（1,099） 

ILL相殺サービス 838 
(817) 

大学 702 、高専 57 、その他 79 

GIF（日米） 
日本側 162 

(159) 
現物貸借参加は 89図書館 

北米側 87 
(81) 

現物貸借参加は 46図書館 

GIF（日韓） 
日本側 115 

(115) 
 

韓国側 300 
(292) 

 

＊括弧内は前年同月数 
 
２）蓄積レコード数・処理件数（平成 24年 3月末現在） 
①蓄積レコード数 
 図 書 雑 誌 合 計 
書誌レコード数 9,781,000 327,000 10,108,000 
所蔵レコード数 115,050,000 4,601,000 119,651,000 

・接続端末台数 
約 5,000台 
（ピーク時6,000台） 
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典拠レコード数 
著者名典拠 統一書名典拠  

1,590,000 30,000 1,620,000 
②ILL処理件数（平成 23年度）  ＊（）は、平成 22年度 
 文献複写 現物貸借 合 計 
ILL処理件数 761,000 

(789,000) 
 90,000 
(95,000) 

851,000 
(884,000) 

③GIF処理件数 ＊（）は、平成 22年度 
 文献複写 現物貸借 合 計 

日米 ILL/DD 
依頼 1,658 (1,256) 438 (355) 2,096 (1,611) 
受付 981 (909) 882 (813) 1,863 (1,722) 

日韓 ILL/DD 
依頼 63 (86) － 63(86) 
受付 3,313(2,926) － 3,313(2,926) 

３）遡及入力事業 
・NACSIS-CAT参加館における遡及入力を促進するために平成 16年度から実施しているプロ
ジェクト 
・公募によって実施館を募集 
・平成 22年度から第 3期 3年間を開始 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

４）次世代目録システムの検討 
・図書館連携作業部会ワーキンググループでの検討 
・次世代コンテンツ基盤形成の将来構想検討（『電子的学術情報資源を中心とする新たな基盤

構築に向けた構想』（学術コンテンツ運営・連携本部図書館連携作業部会報告書）） 
 
５．学術コンテンツ・ポータル 
１）構成するデータベースとレコード件数（平成 24年 3月末現在） 

データベース 収録件数（万件） 備 考 
CiNii（論文情報ナビゲータ） 1,530 引用文献索引データベース、 

 年度 採択件数 

第 1期 
平成 16年度 29件 
平成 17年度 53件 
平成 18年度 57件 

第 2期 
平成 19年度 20件 
平成 20年度 18件 
平成 21年度 14件 

第 3期 
平成 22年度 11件 
平成 23年度 9件 
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NII-ELS、雑誌記事索引 
Webcat Plus 2,500 連想検索 
KAKEN(科学研究費補助金DB) 67 採択課題、研究実績報告、研

究成果概要 
NII-DBR（学術DBリポジトリ） 223 29データベース 
JAIRO（学術機関リポジトリ・ポータ
ル） 

130  200 機関リポジトリに蓄積さ
れた学術情報 

NII-REO（電子ジャーナルリポジトリ） 380 Springer、OUP、IEEE/CS、 
HCPP 

２）電子図書館事業等（平成 24年 4月現在） 
①電子図書館サービス 
・学協会との連携 1,283タイトル（フルテキスト 340万件） 
②学術雑誌公開支援事業 
・大学等との連携 研究紀要 7,643タイトル（フルテキスト 39万件） 

３）アーカイブ事業 
①NII-REOの拡充 
・電子ジャーナルバックファイルの基盤的整備（Springer、OUP） 
・人文社会科学系電子ファイルの基盤的整備（HCPP、MOMW） 
②国際連携 
・CLOCKSS（Controlled LOCKSS: Lots of Copies Keep Stuff Safe）との連携 
・日本の大学図書館向け特別提案のアグリーメント締結（平成 22年 10月） 
・国内参加大学 29機関（国立：15、公立：1、私立：13） 

４）他の情報サービスとの連携・協力 
①科学技術振興機構（JST）、国立国会図書館（NDL）、医学中央雑誌（医中誌） 
②Google、Yahooの検索エンジン 

 
６．学術機関リポジトリの構築・連携支援事業 
１）学術機関リポジトリ構築ソフトウェア実装実験プロジェクト（平成 16年度） 
２）第 1期（平成 17年度～平成 19年度） 
・領域 1：機関リポジトリの構築と運用→70機関に委託 
・領域 2：研究開発→22テーマ（最終的に 14プロジェクトに集約） 
３）第 2期（平成 20年度～平成 21年度） 
・領域 1：機関リポジトリの更なる普及とコンテンツの拡充→74機関に委託 
・領域 2：新サービス、利便性向上のための調査・研究・開発→21プロジェクト 
４）第 3期（平成 22年度～平成 24年度） 
・領域 1：コンテンツ構築支援→24機関に委託（平成 23年度追加 7機関） 
・領域 2：先導的プロジェクト支援→8プロジェクトに委託 
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・領域 3：学術情報流通コミュニティ活動支援→4プロジェクトに委託 
５）成果報告会 
・平成 18年度成果（平成 19年 7月 3日） 
・平成 19年度成果（平成 20年 6月 12～13日） 
・平成 20年度成果（平成 21年 7月 9～10日） 
・平成 21年度成果（平成 22年 6月 22日） 
・平成 22年度成果（平成 23年 6月 13～14日） 
・平成 23年度成果（平成 24年 6月 12～13日） 
６）機関リポジトリ構築状況（平成 24年 3月末） 
①機関リポジトリ公開機関：233機関 
②蓄積コンテンツ数：130万件（JAIRO蓄積レコード数） 
７）NIIの役割 
①コンテンツ形成支援 
②システム構築支援 
・メタデータフォーマット junii2の公開 
・機関リポジトリ構築ソフトウェア（WEKO）公開 
③コミュニティ形成支援 
・研修、シンポジウム、ワークショップ等の開催 
④機関リポジトリ・ポータル JAIROの提供 
⑤共同リポジトリ（JAIRO Cloud）によるクラウドシステム環境の提供 

 
７．教育研修事業 
１）講習会・研修 
①講習会・地域講習会（目録システム講習会、ILLシステム講習会） 
②専門研修（学術ポータル担当者研修、学術情報リテラシー教育担当者研修、大学図書館職員

短期研修、情報処理技術セミナー、NACSIS-CAT/ILLワークショップ） 
③国立情報学研究所実務研修 
２）講習会の改善 
①研修機会の拡大：新しい研修形態の導入 
・e-Learning手法の導入：セルフラーニング教材の開発・運用 
②講習内容の理解度確認 
・セルフチェックテスト 
③研修・講習会の変更 
・学術ポータル担当者研修のテーマ、カリキュラム改変（平成 23年度～） 
④講習会講師支援 

 
８．国際学術情報流通基盤整備事業（SPARC Japan） 

230　国立情報学研究所の戦略



日本の学協会等が刊行する学術雑誌の電子化・国際化を強化することによって、学術情報流通

の国際的基盤の改善に寄与することを目的とした事業。 
１）事業内容 
①学会誌合同プロモーション支援 
②コミュニティ支援 
③国際連携の推進 
④ビジネスモデルの創出支援 
⑤調査・啓発事業の推進 
２）事業期間 
①第一期（平成 15年度～17年度） 
②第二期（平成 18年度～20年度） 
③第三期（平成 22年度～24年度、平成 21年度は準備期間） 
３）事業推進・連携体制 
①国内 
・学協会、大学図書館、科学技術振興機構（JST）との連携 
・国際学術情報流通基盤整備事業運営委員会及び事務局 
②海外 
・SPARC、SPARC Europe、BioOne、Project Euclid 

４）Advocacy活動 
①SPARC Japanセミナーの開催（平成 17年度以降年数回） 
②SPARC Digital Repositories Meeting 2008/2010 
５）国際連携活動 
・SCOAP3、arXiv.orgの支援 

 
９．最近の特筆すべき動向 
１）大学図書館との連携・協力推進のための協定 
・「大学共同利用期間法人 情報・システム研究機構 国立情報学研究所と国公私立大学図書館

協力委員会との間における連携・協力の推進に関する協定書」締結（平成 22年 10月 13日） 
・連携・協力の課題 
・バックファイルを含む電子ジャーナル等の確保と恒久的なアクセス保証体制の整備 
・機関リポジトリを通じた大学の知の発信システムの構築 
・電子情報資源を含む総合目録データベースの強化 
・学術情報の確保と発信に関する人材の交流と育成 
・学術情報の確保と発信に関する国際連携の推進 
・連携・協力推進会議を設置 
・大学図書館コンソーシアム連合運営委員会 
・これからの学術情報システム構築検討委員会 
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２）大学図書館コンソーシアム連合（JUSTICE）の活動支援 
・学術基盤推進部内に事務局（図書館連携・協力室）を設置（大学図書館からの出向職員を配

置） 
３）電子リソース管理データベース（ERDB）プロトタイプ構築プロジェクト 
・電子リソースの管理と有効活用を図るために、12の図書館の参加を得て、ERDBの構築を
めざしたプロジェクトを開始 
・キックオフ・ミーティングの開催（平成 24年 5月 31日） 

 
【参考文献等】 
１．『国立情報学研究所要覧』平成 23年度 

(http://www.nii.ac.jp/userimg/youran2011.pdf) [アクセス：平成 24年 6月 7日] 
２．『学術情報基盤の今後の在り方について(報告)』(平成 18年 3月 科学技術・学術審議会 学

術分科会 研究環境基盤部会 学術情報基盤作業部会) 
３．『電子情報環境下における大学図書館機能の再検討』(平成 16年度～平成 18年度科学研究費
補助金(基盤研究(B)課題番号 16300075)研究成果報告書(平成 19年 3月) 

４．『学術コミュニケーションの新たな地平：学術機関リポジトリ構築連携支援事業第１期報告書』

(平成 20年 12月) (http://www.nii.ac.jp/irp/archive/report/pdf/csi_ir_h17-19_report.pdf) 
[アクセス：平成 24年 6月 7日] 

５．『次世代目録所在情報サービスの在り方について(最終報告)』(平成 21年 3月) 
(http://www.nii.ac.jp/CAT-ILL/archive/pdf/next_cat_last_report.pdf) 
[アクセス：平成 24年 6月 7日] 

６．『大学図書館の整備について（審議のまとめ―変革する大学にあって求められる大学図書館像
―）』（平成 22年 12月 科学技術・学術審議会 学術分科会 研究環境基盤部会 学術情報

基盤作業部会) 
７．『変容する学術情報流通、進展する機関リポジトリ：学術機関リポジトリ構築連携支援事業第

2期報告書』（平成 23年 11月） 
(http://www.nii.ac.jp/irp/archive/report/pdf/csi_ir_h20-21_report.pdf) 
[アクセス：平成 24年 6月 7日] 

８．『電子的学術情報資源を中心とする新たな基盤構築に向けた構想』（平成 24年 3月 国立情

報学研究所 学術コンテンツ運営・連携本部 図書館連携作業部会） 
(http://www.nii.ac.jp/content/archive/pdf/content_report_h23.pdf) 
[アクセス：平成 24年 6月 7日] 
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